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①第25回参議院議員通常選挙を振り返って
各都道府県選管並びに啓発団体の皆様、

参議院議員通常選挙の啓発活動お疲れ様でした。
各地で選挙啓発キャラクターを活用した

ポスターや動画の作成、イベントの開催など、
工夫を凝らした投票参加の呼びかけを行って
いただいたと思います。
総務省の啓発としては、佐々木蔵之介さんと上白石萌歌さんの出演の

「投票所ムービー」が好評で、YouTube上で多くの再生回数をいただきました。
結果としましては、投票率は48.8％、10代の投票率は31.3％と前回の参院選

より落ち込んだところであり、大変残念な結果となってしまいました。
※特に18歳の投票率は、抽出調査ですが、都道府県ごと大きな差がありました。

このような状況ですが、若年層の政治意識の向上を図り、長期的な観点から
投票率を向上を図っていくには、主権者教育の息の長い取組が重要と考えてお
ります。今後も皆様の取組の支援してまいりますので、引き続きご協力お願い
します。

②主権者教育優良事例普及推進事業の募集
主権者教育優良事例普及推進事業について、引き続き募集しています。
参院選が終わった今、次の選挙に向けて、「考える力、判断する力、行動し

ていく力」を育む、『新しい』取り組みを実施してみませんか？
ぜひ、積極的にご応募くださいますよう、お願いいたします。

③主権者教育アドバイザー派遣制度
主権者教育アドバイザー派遣制度について、引き続き募集しています。
選管や明推協の研修だけでなく、教職員の研修にも派遣しておりますので、

今回18歳の投票率が低かった地域などは、学校・選管などの関係主体が今後の
主権者教育の取組の方向性を話し合う機会があるかと思いますが、その際など
にぜひ、ご活用ください。
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④各種フォーラムの開催について［明るい選挙推進協会］
9月以降、ブロック単位で各種フォーラムを開催していきます。

「地域コミュニティフォーラム」では、明推協委員、選管啓発担当者、自治会
や女性会等の地域活動に参加されている方等を対象に、明推協の組織・活動活
性化等について話し合います。
「若者リーダーフォーラム」では、高校生や大学生、20歳代の社会人等を対象
に、若者の投票参加や社会参画等について考えます。
どちらも、講演や事例紹介だけでなく、ワークショップを取り入れるなど参

加者主体の内容も含んでいます。多くの皆様からのご参加をお待ちしています。
詳細は、今後、都道府県・指定都市選管を通じてお知らせします。

【問合せ先】（公財）明るい選挙推進協会 Tel：03-6380-9891 

主権者教育だよりへの情報掲載について
主権者教育だよりでは、主権者教育や選挙啓発に関する総務省や各選管などの取組を広く情報発信しています。

自分たちの取組みやイベントを紹介してほしいという希望にも可能な限りお応えしますので、是非ご連絡ください。
なお、配信は毎月月末を予定しています。
【問合せ先】総務省自治行政局選挙部管理課選挙啓発係 内山･堀籠･磯部 Tel：03-5253-5574 FAX:03-5253-5575

⑥主権者教育アドバイザー紹介 平林 浩一（狛江市副市長）

「障害者の社会参加って何か」を考える時、その最たる
ものが「一票を行使すること」。でも、当事者が選挙権を
行使することは困難を極めます。その課題に対し、「意思
のない人はいない」という信念で、狛江市では当事者と
一緒になって様々な実践に取組み、その成果や課題を皆さん
に紹介しています。
主に知的障害者向けのわかりやすい選挙情報の提供と、

投票所での支援のあり方を通じて、「わかりやすいは
誰にとってもわかりやすい！」ことを理解いただければと
思っています。
参院選を前に、障害者の接し方等を学ぶために、各投票所の

庶務担当が障害者施設で作業を一緒に体験しました。

⑤各地の若者選挙啓発グループによる参院選啓発活動

(2)福岡市明るい選挙推進グループＣＥＣＥＵＦ

若者リーダーフォーラムで知り合った九州の学生選挙啓発グループ
５団体が連携して若者に投票を呼び掛ける動画を製作し、若者が多く
集まる場所の街頭ビジョンや市動画チャンネルにて放映しました。
今後は、九州の学生とお互いに協力しながら選挙を盛り上げて

いきたいです。
また、Instagram(ceceuf_fukuoka）を開設したので，こちらでも選挙

のアピールをしたいです。
（動画の一部分）

(1)CreateFuture山梨

「選挙は気にはなるけど、誰に入れたらいいかわからない。」
そんな声を聞き、気軽に話し合う機会をつくりたいと思い「みんな
のKATARUBA～選挙が楽しみになる政策比較会～」を開催しました。
県内の4大学から7名の学生が参加し、疑問や意見の交換し、

その内容をSNSでも発信しました。それを見て、「私も参加した
かった」という意見があったので、今後はより参加のハードルの低さ
を意識して気軽に参加できるような工夫を増やしたいです。

（イベントの様子）

模擬投票

通所授産施設での箱折作業体験


